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１ 件   名 桃太郎のまち岡山「Society5.0」社会実装研究会の 
    （行事名） 開催について 

２ 趣   旨 
岡山市内にキャンパスを置く大学及び岡山市と包括連携協定を締結

している大学（以下「市内大学等」）と協働して Society5.0 で実現さ
れる経済社会や市民生活のあり様等を詳らかにし、岡山市政への応用
を検討するとともに、市民への啓蒙を図る。 

３ 研究会概要について  
（１）全体の概要 

□全体ファシリテーター：中国学園大学 杉山慎策副学長 
□全体構成： 

□参加者：岡山市（関係部局等職員）、大学研究者、一般市民 

（２）第１回について 
□日 時：令和２年２月１３日（木）１５：３０～１７：００ 
□場 所：岡山市役所本庁舎３階第３会議室 
□プレゼンター：岡山大学大学院 自然科学研究科 野上保之教授 

「Society5.0 への岡山らしいアプローチを発想したい」 

（裏面あり）

第１回 

イントロダクション 

第２回以降 

テーマ別議論 

研究会 シンポジウム 

各回ごとにテーマを設

定し、大学研究者のプ

レゼンを踏まえて議論

を深める。 

Society5.0 の概観に

関するプレゼンによ

り、おおまかなイメー

ジを共有する。 

テーマ別議論を踏

まえ、Society5.0 で

実現される社会の

共有を図る。 



（３）第２回以降 
□概 要：各回ごとにテーマ設定しそれぞれのテーマについて研究者に

よるプレゼン（２～３名程度、各 20～30 分程度）の後、ファ
シリテーターの進行による意見交換・まとめ（１時間程度）。 

□テーマ：交通、医療・介護、産業、農業、教育、インフラ・防災など 
□時 期：令和２年春以降～ 

４ 参加予定大学 
岡山大学、岡山理科大学、ノートルダム清心女子大学、岡山商科大

学、就実大学、中国学園大学、山陽学園大学、環太平洋大学、吉備国
際大学（岡山キャンパス）、岡山県立大学 

５ 参加申込み・問い合わせ先 
岡山市政策局政策企画課地方創生（大学連携）担当 
   電話：086-803-1043  Fax：086-803-1732 
   Email : seisakukikaku@city.okayama.lg.jp 

６ 資料 
桃太郎のまち岡山「Society5.0」社会実装研究会第１回案内ちらし 
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